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花
の
御
所
材
木
船
と
山
門
堅
田
関
|
「
年
余
」

は
じ
め
に

応
仁
二
年
(
一
四
六
人
)
、
近
江
国
堅
田
が
比
叡
山
延
暦
寺

(
以
下
山
門
と
す
る
)
か
ら
攻
め
ら
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
堅
田
の
住
民
は
町
を
離
れ
琵
琶
湖
沖
島
に
退
去
し
、
二
年

後
、
山
門
側
に
多
額
の
金
銭
を
支
払
い
、
還
住
を
許
さ
れ
た
。
金

銭
を
支
払
え
な
い
も
の
は
身
分
の
上
下
に
か
か
わ
ら
ず
還
住
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
「
堅
田
大
寅
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
先
学
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
堅
田
本
福
寺
に
残
る

「
本
福
寺
由
来
記
』
・
「
本
福
寺
明
宗
跡
書
」
と
い
う
本
福
寺
五
世

住
持
明
宗
(
一
四
六
九
ー
一
五
四

O
)
の
記
録
や
、
六
世
明
替

(
一
四
九
一

l
一
五
六

O
)
著
作
の
「
本
福
寺
跡
書
」
・
「
本
福
寺

試
論
l矢

血

野

義

門
徒
記
』
と
い
う
史
料
の
分
析
成
果
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
寺
院
の

記
録
で
あ
る
た
め
か
、
堅
田
一
向
一
挨
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時

期
に
は
、
「
堅
田
大
賞
」
は
、
山
門
と
真
宗
門
徒
の
対
立
構
図
で

と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

『
新
修
大
津
市
史
」
に
は
、
「
応
仁
二
年
の
こ
の
山
徒
の
堅
田
門

徒
攻
撃
は
、
堅
固
大
賞
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
」
と
あ

る
。
「
本
福
寺
史
」
に
は
、
「
山
門
の
堅
固
大
貫
は
、
将
軍
の
命
に

し
た
が
い
、
海
賊
を
は
た
ら
い
た
堅
固
衆
を
こ
ら
し
め
る
と
い
う

目
的
以
外
に
、
膝
下
で
増
大
し
つ
つ
あ
る
真
宗
門
徒
を
弾
圧
し
、

ま
た
金
で
も
っ
て
山
徒
を
愚
弄
す
る
法
住
と
全
人
衆
を
た
た
き
つ

ぶ
そ
う
と
の
意
図
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
堅
固
衆
の
上
乗
と
関
務

の
権
益
を
ね
ら
う
坂
本
衆
の
野
望
も
背
後
に
感
じ
ら
れ
る
」
と

あ
る
。



と
こ
ろ
が
、
先
の
本
福
寺
史
料
を
検
討
す
る
と
、
実
際
の
「
堅

田
大
賞
」
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
は
、
山
門
と
真
宗
門
徒
の
対
立

と
は
無
関
係
な
の
で
あ
る
。
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
明
確
な
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
も
な
く
、
山
門
と
真
宗
門
徒

の
対
立
構
図
で
堅
固
を
評
価
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

近
年
で
は
、
さ
す
が
に
真
宗
門
徒
と
山
門
の
対
立
構
図
で
み
る

よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
新
行
紀
一
氏
は
「
堅
田
大
賞
の
功

労
に
よ
っ
て
山
門
は
坂
本
の
馬
借
に
、
戸
津
・
二
一
津
浜
に
新
闘
を

た
て
、
旧
来
の
堅
田
の
湖
上
特
権
を
継
本
す
る
こ
と
を
認
め
た
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
堅
田
発
向
の
経
緯
か
ら
考
え
れ
ば
、
関
務
・

上
乗
り
と
い
っ
た
湖
上
特
権
の
奪
取
こ
そ
が
坂
本
衆
(
あ
る
い
は

山
門
も
含
め
て
)
の
本
当
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
」
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

横
倉
誠
治
氏
は
「
こ
の
堅
田
の
大
賞
め
は
、
た
ま
た
ま
そ
の
頃

迷
如
が
堅
田
に
い
た
に
せ
よ
、
攻
撃
対
象
が
堅
田
自
体
に
あ
っ
た

点
で
、
本
質
的
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に

は
、
坂
本
衆
と
手
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
堅
田
の
経
済
的
基
盤

た
る
関
・
上
乗
り
の
権
利
を
奪
取
し
て
お
そ
ら
く
坂
本
か
ら
金
銭

的
見
返
り
を
得
ょ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
金
が
森

攻
め
で
し
残
し
た
堅
固
攻
め
の
実
行
を
含
め
て
、
堅
固
か
ら
な
ん

ら
か
の
金
銭
を
得
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
山
門

に
と
っ
て
の
良
い
機
会
が
こ
の
頃
お
と
ず
れ
た
の
で
あ
る
」
と
い

う
。
横
倉
氏
の
二
つ
目
の
玉
張
に
は
、
い
ま
だ
山
門
と
浄
土
真
宗

の
対
立
構
図
が
う
か
が
わ
れ
、
堅
凹
と
い
う
地
域
の
特
殊
性
が
感

じ
ら
れ
る
。

「
堅
田
大
責
」
は
、
新
行
氏
や
横
倉
氏
の
見
解
の
よ
う
に
、

関
・
上
乗
権
の
争
奪
戦
を
念
頭
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
近

年
で
は
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
収
奪
が
、
ほ
ん
と
う
に
「
堅
田

大
賞
」
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
は

必
要
で
あ
る
。

重
要
な
争
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
堅
田
大
賞
」

が
お
こ
な
わ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
事
件
の
検
討
で
あ
ろ
う
。
そ
の

検
討
が
詳
細
に
お
こ
な
わ
れ
ず
に
、
過
去
の
研
究
で
は
、
常
に
山

門
と
真
宗
の
対
立
や
、
堅
田
と
坂
本
の
対
立
構
図
で
評
価
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
蓮
如
の
滞
在
し
た
堅
田
が
、
湖
上
支
配
権
を

掌
握
し
た
自
治
都
市
的
な
姿
で
描
か
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
山

門
領
で
あ
る
堅
田
で
の
蓮
如
の
滞
在
や
報
恩
講
の
実
施
は
、
中
世

の
浄
土
真
宗
、
蓮
如
の
存
在
の
大
き
さ
を
描
く
に
は
真
宗
史
研
究

者
に
と
っ
て
理
想
的
に
み
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
山

門
領
堅
固
に
、
蓮
如
が
な
ぜ
滞
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
か
と

い
う
視
点
が
、
そ
こ
に
は
欠
如
し
て
い
る
。
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ま
た
、
堅
田
本
福
寺
門
徒
団
に
つ
い
て
も
、
本
福
寺
文
書
の
検

討
に
よ
り
、
先
行
研
究
は
高
い
評
価
を
与
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
文
書
か
ら
、
琵
琶
湖
湖
上
支
配
を
堅
固
衆
が
お
こ
な
っ
て
い
た

と
の
研
究
成
果
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
福
寺
文
書
か

ら
、
確
か
に
多
く
の
事
実
を
我
々
は
知
り
得
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
研
究
成
果
は
、
そ
の
根
拠
の
多
く
を
本
福
寺
文
書
に
依
拠
し

た
が
た
め
に
、
堅
固
の
一
面
だ
け
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
一
五
世
紀
本
来
の
堅
固
の
町
の
実
態
や
山
門
勢
力
の
存
在
に

た
い
す
る
評
価
は
、
よ
り
多
面
的
な
視
点
で
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
報
告
の
目
的
は
、
本
福
寺
文
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
堅
田

大
賞
」
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
さ
き
に
あ

げ
た
疑
問
の
い
く
つ
か
に
た
い
す
る
答
え
を
見
出
す
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
そ
の
事
件
に
か
か
わ
っ
た

「
年
余
」
の
存
在
で
あ
る
。
「
年
余
」
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
ま

っ
た
見
解
は
な
く
、
「
年
余
」
の
機
能
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
、
「
堅
田

大
責
」
の
発
端
と
な
っ
た
状
況
を
考
え
て
い
く
。

「
堅
固
大
責
」

の
経
緯

応
仁
二
年
、
室
町
幕
府
は
、
堅
固
の
討
伐
を
、
延
暦
寺
に
命
じ

た
。
こ
れ
が
「
堅
田
大
賞
」
で
あ
る
。
こ
の
原
因
と
な
っ
た
事
件

に
つ
い
て
は
、
新
行
紀
一
氏
、
桜
井
英
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
。
争
点
と
な
る
の
は
、
何
故
、
堅
固
が

山
門
に
よ
り
攻
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
理
由
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
十
五
世
紀
堅
田
の
状
況

の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

堅
田
大
賞
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
は
、
い
く
つ
か
の
本
福
寺

文
書
に
脅
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
、
時
間
的
に

「
堅
固
大
賞
」
に
近
い
も
の
が
「
本
福
寺
由
来
記
」
・
「
本
福
寺
明

宗
跡
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
福
寺
五
世
住
持
明
宗
が
祖
父

法
住
、
父
明
顕
か
ら
親
し
く
伝
聞
し
た
こ
と
、
ま
た
自
ら
の
見
聞

き
し
た
事
件
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
本
福
寺
跡
書
」
は
、

父
明
宗
の
記
述
に
従
っ
て
、
本
福
寺
六
世
住
持
明
答
が
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

新
行
氏
は
こ
の
「
堅
田
大
賞
」
に
関
す
る
本
福
寺
史
料
を
す
べ

て
自
ら
の
論
文
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
経
過
を
分
析
す

る
に
は
必
要
な
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
す
べ
て
を
同
様
に
掲
載
す

る。
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〔
史
料
一
〕
「
本
福
寺
由
来
記
』

生
身
御
影
様
大
津
浜
へ
着
岸
之
事

一
応
仁
第
三
ノ
暦
、
湖
上
ノ
海
賊
、
堅
固
ヨ
リ
ツ
カ
マ
ツ
ル



ト
テ
同
年
正
月
九
日
ニ
、
三
塔
六
十
三
人
ノ
ク
ン
キ
ヨ
ヲ

ム
ス
ヒ
テ
、
上
位
ノ
御
下
知
、
御
奉
書
ノ
旨
ニ
マ
カ
セ

テ
、
御
タ
イ
テ
ン
ア
ル
ヘ
キ
ヨ
シ
風
間
ア
リ
、
(
以
下
略
)

〔
史
料
二
〕
『
本
福
寺
由
来
記
」

一
地
下
故
実
之
事

応
仁
二
年
三
月
廿
四
日
、
堅
田
大
賀
ト
廻
文
マ
ワ
リ
テ
同
廿

九
日
城
ノ
キ
ワ
ヘ
敵
ツ
メ
テ
、
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ン
テ
セ
メ
タ
リ

ケ
リ
、
山
門
ヲ
テ
キ
ニ
ウ
ケ
テ
ン
ケ
レ
ハ
、
東
西
南
北
ミ
カ

タ
ス
ル
里
モ
ナ
シ
、
ワ
レ
モ
/
¥
ト
、
海
ノ
中
ニ
、
オ
キ
ニ

ユ
カ
ナ
ン
ト
ヲ
カ
キ
テ
、

ヨ
ロ
ツ
サ
イ
ホ
ウ
ア
シ
ヨ
ワ
ラ
オ

ア
マ
リ
ノ
セ
メ
事
ナ
レ
ハ
、
数
度
ニ
オ
ヨ
ン

テ
シ
ロ
ヨ
リ
ウ
ツ
テ
イ
ツ
レ
ハ
、
衣
川
・
タ
テ
オ
カ
・
オ
ウ

ゴ
ト
・
ト
ナ
ウ
カ
ノ
サ
ト
マ
テ
モ
、
オ
ウ
テ
イ
テ
タ
リ
、
イ

ク
度
オ
ウ
テ
イ
ツ
レ
ト
モ
、
テ
ニ
タ
マ
ラ
ヌ
ト
テ
、
タ
ト
ヒ

キ
タ
リ
ケ
ル
、

シ
ロ
ノ
ナ
カ
マ
テ
、
テ
キ
打
入
ミ
タ
レ
入
ト
モ
マ
ク
リ
イ
タ

サ
ン
ト
テ
、
オ
シ
タ
マ
リ
テ
居
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
ニ
シ
ウ
ラ
ノ

イ
ソ
キ
ワ
ヨ
リ
、
法
西
ノ
ク
ス
ヤ
ヘ
、
大
ミ
ナ
ミ
ノ
大
カ
セ

フ
ク
ニ
、
ヒ
ヤ
ヲ
イ
コ
ミ
タ
レ
ハ
、
ヤ
ケ
ア
カ
リ
、
大
御
堂

ノ
ヒ
ワ
ダ
フ
キ
ノ
ヤ
ネ
マ
テ
、
火
矢
ヲ
イ
コ
ミ
ヤ
キ
タ

テ
、
、
シ
ロ
ニ
ハ
一
人
モ
タ
マ
ラ
ス
、
ウ
ミ
ナ
ル
ユ
カ
ニ
、

ソ
ノ
日
オ
キ
ノ
嶋
ヲ
サ
シ
テ
、

舟
ヲ
オ
シ
イ
タ
シ
、
ヨ
キ
シ
ュ
ン
風
ナ
レ
ハ
ホ
ナ
ケ
テ
オ
チ

行
、
ヤ
カ
テ
シ
マ
ヘ
ソ
ト
ツ
キ
タ
ル
、
東
ウ
ラ
ノ
将
監
方
オ

チ
ハ
ヲ
チ
ラ
ル
ヘ
キ
ニ
、
地
下
ノ
ハ
タ
ヲ
ト
リ
ニ
モ
ト
リ

テ
、
テ
キ
ニ
ア
ヒ
下
ハ
、
ニ
シ
ノ
ウ
ミ
ハ
タ
ニ
テ
、
ハ
ラ
ヲ

キ
ラ
ル
、
サ
テ
ア
ク
ル
四
月
一
日
、
カ
夕
、
ノ
サ
イ
札
ヲ
、

オ
キ
ノ
シ
マ
ニ
テ
、
ハ
ヤ
シ
タ
テ
ケ
リ
、
ヵ
、
ル
乱
劇
、
モ

ミ
ヰ
方
ノ
モ
ノ
、
京
ヘ
ツ
ク
ヲ
ト
リ
チ
ラ
シ
、
剰
人
ヲ
多
ク

コ
ロ
シ
ケ
ル
故
ナ
リ
、
モ
ミ
ヰ
方
ハ
、
公
方
様
御
蔵
奉
行
ニ

テ
、
山
門
ヘ
相
フ
レ
テ
、
如
此
成
敗
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
サ
テ
文

明
元
年
ニ
山
門
ヘ
詫
言
シ
テ
、
文
明
第
二
ノ
暦
十
一
月
九
日

堅
田
ヘ
ナ
ヲ
ル
、

ヲ
キ
ツ
ル
モ
ノ
ト
リ
入
テ
、

〔
史
料
一
一
一
〕
「
本
福
寺
明
宗
跡
書
」

花
の
御
所
の
材
木
の
年
余
、
堅
田
の
南
取
申
其
慨
怠
の
似
合
に

よ
っ
て
、
山
門
よ
り
堅
田
発
向
す
、

〔
史
料
四
〕
「
本
福
寺
跡
書
」

(
ア
)
応
仁
二
三
月
廿
四
日
ヨ
リ
堅
田
大
責
ト
ア
ヒ
フ
レ
テ
敵

ノ
諸
勢
堀
ノ
キ
ハ
マ
テ
ト
リ
ヨ
ル
ヲ
、
雄
琴
ナ
ウ
カ
マ
テ
追

払
コ
ト
度
々
ナ
リ
、
ツ
合
ノ
勢
百
八
里
ノ
軍
勢
手
ニ
タ
マ
ラ
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ス
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
湖
上
海
賊
ノ
ソ
ノ
罪
ノ
カ
レ
カ
タ
キ
ト

イ
ヒ
、
剰
多
ノ
人
ヲ
コ
ロ
セ
シ
重
科
ト
イ
ヒ
、
公
方
様
ノ
御

蔵
奉
行
モ
ミ
井
方
ノ
財
物
ナ
レ
ハ
、
山
門
ヘ
ア
イ
フ
レ
テ
知

此
御
成
敗
ノ
旨
シ
ノ
キ
カ
タ
ク
テ
、
(
以
下
略
)

(
イ
)
妙
専
尼
懐
妊
夢
相
之
事
ソ
ノ
子
ハ
法
住
ノ
コ
ト
ナ
リ

応
仁
二
年
、
花
ノ
御
所
ノ
御
材
木
上
ル
、
年
ヨ
ヲ
ミ
ナ
ミ

タ
マ
ハ
ル
、
弁
公
方
ノ
御
蔵
奉
行
モ
三
井
方
財
物
ニ
海
賊
ヲ

カ
ク
ル
、
ソ
ノ
罪
科
故
、
延
暦
寺
ヘ
イ
キ
ト
ヲ
リ
ア
リ
テ
、

山
門
ヨ
リ
成
敗
ニ
ヨ
テ
、
関
上
乗
ヲ
途
津
三
浜
馬
借
等
陰
憐

堂
ニ
タ
テ
ヲ
キ
タ
リ
、
其
己
後
又
三
院
ヨ
リ
、
途
津
三
浜
ヲ

発
向
ノ
ト
キ
、
堅
固
衆
ヲ
ク
タ
キ
退
治
ヲ
加
ヘ
キ
一
義
有
之

問
、
堅
田
四
方
ノ
兵
船
ノ
テ
ツ
カ
イ
ヲ
モ
テ
、
命
ヲ
チ
リ
ア

ク
タ
ニ
カ
ロ
ン
シ
テ
、
セ
メ
入
、
コ
ミ
ッ
ク
シ
、
焼
ハ
ラ

イ
、
本
意
ニ
落
居
ス
、
仰
関
上
乗
ヲ
取
返
処
也
、
(
以
下
略
)

(
ウ
)

生
身
御
影
様
大
津
浜
御
着
岸
之
事
カ
夕
、
発
向
ニ
ヨ
テ

ナ
リ
応
仁
二
年
正
月
九
日
、
山
門
ニ
ヲ
ヒ
テ
堅
固
発
向
ス
ヘ
キ
衆

儀
、
六
十
三
人
ノ
評
定
在
之
、
故
イ
カ
ン
ト
イ
フ
ニ
、
湖
上

海
賊
檀
ノ
働
、
剰
京
都
花
御
所
御
造
営
ノ
御
材
木
上
ル
、
ソ

ノ
年
余
南
給
ル
、

下
略
)

ソ
ノ
緩
怠
ニ
ヨ
テ
被
成
御
下
知
也
、
(
以
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以
上
が
、
堅
田
大
賀
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
に
関
す
る
記
述
で

あ
る
。
新
行
氏
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
参
照
に
し
つ

つ
、
「
真
宗
史
料
集
成
」
か
ら
引
用
し
た
。

内
容
を
整
理
す
る
と
、
堅
田
大
賞
の
原
因
と
恩
わ
れ
る
理
由
は

二
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

〔
史
料
ニ
〔
史
料
一
ニ
、
そ
し
て
〔
史
料
四
〕
の
(
ア
)
(
イ
)

で
は
、
御
蔵
奉
行
籾
井
氏
の
財
物
に
海
賊
行
為
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

〔
史
料
三
〕
〔
史
料
四
〕
(
ウ
)
で
は
、
年
余
南
氏
の
緩
怠
を
理

由
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
新
行
氏
は
二
っ
と
も
に
理
由
で

あ
っ
た
と
す
る
。
桜
井
氏
は
〔
史
料
四
〕
(
イ
)
を
引
用
し
、
年

余
で
あ
る
南
氏
が
海
賊
行
為
を
お
こ
な
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
。

海
賊
行
為
と
「
年
余
」

新
行
氏
と
桜
井
氏
の
「
堅
田
大
賞
」
の
原
因
と
な
っ
た
事
件
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
異
な
る
。
そ
れ

は
、
「
海
賊
行
為
」
と
「
年
余
」
(
の
緩
怠
)
の
各
々
の
理
解
の
し

か
た
の
相
違
に
よ
る
。
以
下
検
討
し
て
い
く
。



南
氏
に
つ
い
て
は
、
新
行
氏
や
桜
井
氏
の
論
文
に
紹
介
が
あ

る
。
新
行
氏
は
、
「
「
本
福
寺
跡
書
」
に
「
ソ
ノ
父
又
南
道
専
、
ソ

ノ
父
ハ
党
念
ノ
エ
ボ
シ
ゴ
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
福
寺
と

は
無
縁
で
な
い
家
で
、
階
層
的
に
は
殿
原
か
全
人
か
不
明
で
あ
る

が
、
舟
速
に
関
係
深
い
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
桜
井
氏
は
、
「
お
そ
ら
く
本
福
寺
寺
領
目
録
に

み
え
る
「
地
下
南
殿
」
の
一
族
と
恩
わ
れ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
こ

の
人
物
は
そ
の
呼
称
よ
り
し
て
堅
旧
の
殿
原
衆
|
|
惣
の
指
導
者

層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
し
て
い
る
。

雨
氏
は
「
年
余
」
と
し
て
登
場
す
る
が
、
こ
の
「
年
余
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
行
氏
の
見
解
を
紹
介
す
る
。

O
花
の
御
所
(
お
そ
ら
く
将
軍
義
政
の
東
山
山
荘
で
あ
ろ

う
)
造
営
用
ら
し
い
材
木
の
「
年
余
堅
田
の
取
申
す
、
其
緩

怠
の
谷
」
に
よ
る
と
い
う
。
年
余
は
年
預
で
あ
ろ
う
か
ら
、

材
木
輸
送
の
責
任
者
に
堅
田
の
南
と
い
う
者
が
任
じ
ら
れ
た

が
、
彼
に
緩
怠
が
あ
っ
た
た
め
に
発
向
を
、
つ
け
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
(
以
下
略
)

O
し
た
が
っ
て
原
因
は
二
つ
(
年
余
の
緩
怠
と
海
賊
行
為
)

と
す
る
の
が
、
史
料
に
忠
実
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

で
も
、
材
木
年
余
の
緩
怠
が
何
故
荘
園
領
主
山
門
の
検
断
権

発
動
と
し
て
の
発
向
を
、
つ
け
る
理
由
に
な
っ
た
の
か
、
細
部

に
つ
い
て
疑
問
が
の
こ
る
。

O
材
木
年
預
を
材
木
輸
送
の
請
負
者
と
解
す
る
な
ら
ば
、
陸

路
か
ら
京
都
へ
入
る
道
を
抑
え
て
い
た
坂
本
の
商
人
・
馬
借

等
に
は
、
堅
田
衆
の
請
負
そ
の
も
の
が
特
権
の
侵
害
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
「
緩
怠
」
の
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、

す
で
に
応
仁
の
乱
は
始
ま
っ
て
お
り
、
湖
上
交
通
に
も
影
響

が
あ
っ
た
材
木
輸
送
が
遅
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
海

賊
行
為
と
あ
わ
せ
て
御
蔵
奉
行
楓
井
|
坂
本
衆
の
線
で
(
検

断
権
発
動
の
)
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

新
行
氏
は
「
年
余
」
を
材
木
輸
送
の
責
任
者
と
理
解
し
た
。
海

賊
行
為
に
よ
り
大
賞
が
お
こ
な
わ
れ
る
事
は
理
解
で
き
る
が
、

「
年
余
」
の
緩
怠
と
山
門
の
検
断
権
の
発
令
の
関
係
を
理
解
す
る

に
は
、
坂
本
衆
と
の
権
益
争
い
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

桜
井
氏
は
「
年
余
」
と
い
う
言
葉
を
次
に
よ
う
に
説
明
す
る
。

本
福
寺
の
史
料
に
即
し
て
「
年
預
」
の
内
容
を
推
測
し
て
み

る
と
、
や
は
り
そ
れ
は
一
種
の
閑
料
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
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が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
南
」
は
花
の
御

所
造
営
用
の
材
木
に
関
料
を
賦
課
し
た
た
め
に
罪
科
の
対
象

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
幕
府
御
倉
奉

行
籾
井
氏
の
荷
物
に
た
い
し
て
「
南
」
が
と
っ
た
行
為
は
は

っ
き
り
と
「
海
賊
ヲ
カ
ク
ル
」
と
表
現
さ
れ
、
前
者
と
は
、

微
妙
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
モ
ミ
ヰ
方
ノ
モ
ノ

ノ
京
ヘ
ツ
ク
ヲ
ト
リ
チ
ラ
シ
、
剰
え
人
ヲ
多
く
コ
ロ
シ
ケ

ル
」
、
す
な
わ
ち
殺
人
を
と
も
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
関
料
の
賦
課
と
い
う
と
、
あ
た
か
も
正
当

な
、
穏
便
な
行
為
で
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
際
に
は
関
科
の
徴
収
と
海
賊
行
為
と
の
聞
に
暴

力
性
と
い
う
点
で
明
確
な
差
異
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

こ
こ
で
は
相
手
が
幕
府
の
輸
送
船
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。
幕
府
の
輸
送
船
が
素
直
に
関
料
を
支
払
う
は
ず

は
な
く
、
そ
れ
を
支
払
わ
せ
る
に
は
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か

ら
武
力
に
よ
る
牽
制
や
略
奪
の
介
在
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ

る。

新
行
氏
と
桜
井
氏
が
見
解
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
。
新
行
氏
は
年
余
を
材
木
輸
送
の
責
任
者
、
あ
る
い
は
請

負
者
と
し
た
。
〔
史
料
三
〕
の
「
花
の
御
所
の
材
木
の
年
余
」
と

い
う
表
現
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
、
花
の
御
所
の
材
木
運
搬
船
は
堅
田
で
し
つ
ら
え
た
も

の
で
は
な
く
、
「
花
ノ
御
所
ノ
御
材
木
上
ル
」
の
ご
と
く
湖
上
を

渡
っ
て
堅
田
へ
や
っ
て
き
た
も
の
と
理
解
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
、
運
搬
船
と
年
余
の
関
係
に
つ
い

て
説
明
が
欲
し
い
。

桜
井
氏
は
「
関
料
」
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
堅
田
闘
を
通

行
す
る
幕
府
輸
送
船
に
関
料
を
要
求
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
桜

井
氏
自
身
が
こ
の
点
に
つ
い
て
「
こ
こ
で
は
相
手
が
幕
府
の
輸
送

船
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
幕
府
の
輸
送
船
が
素
直

に
関
料
を
支
払
う
は
ず
は
な
く
、
そ
れ
を
支
払
わ
せ
る
か
ら
に

は
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
武
力
に
よ
る
牽
制
や
略
奪
の
介
在
が

想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
行
為
が
「
海
賊
」
と
よ
ば
れ
た
と

す
れ
ば
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
関
科
」
の
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
、

海
賊
行
為
と
な
っ
た
と
理
解
し
た
。

桜
井
氏
の
見
解
で
は
「
年
余
」
で
あ
る
南
氏
が
、
「
関
料
」
を

請
求
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
公
の
船
に

対
し
て
、
個
々
の
関
に
関
料
を
請
求
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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〔
史
料
五
〕
足
利
将
軍
家
御
教
書
「
妙
法
院
文
書
』
七
九



妙
法
院
御
門
跡
領
近
江
国
栗
見
本
庄
年
貢
米
弐
百
五
十
石
・

料
足
百
貫
文
事
、
毎
年
無
煩
可
勘
過
之
旨
、
可
下
知
諸
関
湖

上
奥
島
、
堅
田
、
坂
本
六
ケ
所
村
等
之
由
所
被
仰
下
也
、
仰
執
達
知

作
T

、
，aE
E
 

応
永
十
八
年
十
一
月
八
日

沙
弥
(
花
押
)

山
門
使
節
中

山
門
使
節
に
湖
上
関
通
行
を
命
じ
て
い
る
こ
の
史
料
か
ら
、
山

門
支
配
下
の
関
は
一
体
と
し
て
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
湖
東
野
洲
川
河
口
に
近
い
栗
見
本
庄
か
ら
ど
の
よ
う

な
航
路
で
年
貢
が
運
搬
さ
れ
た
の
か
も
わ
か
る
。
現
近
江
八
幡
市

の
奥
島
閑
か
ら
、
お
そ
ら
く
琵
琶
湖
最
狭
部
で
湖
西
側
へ
波
り
、

堅
田
関
を
通
過
し
、
坂
本
で
陸
揚
げ
さ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
坂
本
馬

借
に
よ
り
、
京
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
史
料
六
〕
山
門
使
節
連
署
過
骨
(
折
紙
)
「
南
禅
寺
文
書
」

(
温
能
)
(
花
押
)

一五
O

(亮(宏(

花覚花運花
押)押}押

(
護
正
院
代
紹
随
)

(
花
押
)

運
送
南
禅
寺
仏
殿
造
営
材
木
事

合
船
五
百
般
者

右
任
注
文
、
関
ミ
無
其
煩
、
可
勘
過
之
状
、
如
件
、

文
安
四
年
十
二
月
日

坂
本
七
ヵ
関
所
但
徐
本
閑

堅
団
関
所

日
吉
船
木
関
所
東
西

右
の
二
つ
の
史
料
を
み
れ
ば
、
湖
上
関
で
は
、
年
貢
船
や
寺
社

材
木
船
な
ど
に
対
し
、
将
軍
家
御
教
書
等
に
よ
り
、
山
門
使
節
に

過
舎
の
発
給
を
命
じ
、
山
門
使
節
が
過
書
を
発
給
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ
ち
個
々
の
関
所
で
、
「
閑
料
」
の
請
求
を
公
の
船

に
対
し
て
お
こ
な
う
こ
と
は
、
想
定
し
に
く
い
。

堅
田
閑
は
右
の
二
つ
の
史
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
山
門
の
湖

上
関
の
一
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
花
ノ
御
所
ノ
御
材
木
上
ル
、

年
ヨ
ヲ
ミ
ナ
ミ
タ
マ
ハ
ル
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
は
、
堅
田
関

と
堅
田
殿
原
衆
の
南
氏
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
ね
ん
よ
」
を
辞
書
で
検
索
す
れ
ば
、
「
広
辞
苑
」
に
「
年
預
」

「
(
も
と
、
臨
時
に
一
年
を
限
っ
て
他
の
役
所
の
職
員
が
事
務
を
担
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当
し
た
か
ら
い
う
)
院
庁
の
執
事
の
下
に
あ
っ
て
実
務
を
お
こ
な

っ
た
職
。
他
の
役
所
や
斎
王
・
親
王
・
摂
関
家
の
家
司
、
社
寺
・

荘
園
に
も
置
か
れ
た
」
と
あ
る
。

山
門
関
で
あ
る
堅
固
関
の
実
務
は
、
操
船
に
す
ぐ
れ
た
堅
田
殿

原
衆
が
請
け
負
っ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
よ
っ
て
、
「
年
余
」

は
、
関
代
官
と
考
え
て
よ
い
と
私
は
思
う
。

〔
史
料
一
一
一
〕
と
〔
史
料
四
〕
(
ウ
)
で
は
、
花
の
御
所
の
材
木
の

年
余
、
堅
固
の
南
取
申
其
悌
怠
の
魯
」
と
な
っ
て
お
り
、
南
氏
の

「
緩
怠
」
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

〔
史
料
四
〕
(
イ
)
を
み
る
と
、
「
花
ノ
御
所
ノ
御
材
木
上
ル
、

年
ヨ
ヲ
ミ
ナ
ミ
タ
マ
ハ
ル
」
の
直
後
に
、
他
の
史
料
で
は
、
「
そ

の
緩
怠
に
よ
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
井
公
方
ノ

御
蔵
奉
行
モ
三
井
方
財
物
ニ
海
賊
ヲ
カ
タ
ル
、
ソ
ノ
罪
科
故
、
延

暦
寺
ヘ
イ
キ
ト
ヲ
リ
ア
リ
テ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
南
氏
の
「
緩

怠
」
は
、
籾
井
方
の
財
物
に
海
賊
を
か
け
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
緩
怠
」
に
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
み
る
と
様
々
な
用
法
が

あ
り
、
こ
こ
で
は
、
本
来
見
過
ご
す
べ
き
籾
井
方
の
財
物
を
無
礼

に
も
、
南
氏
が
見
過
ご
さ
ず
、
摘
発
没
収
し
た
と
い
う
よ
う
な
意

味
あ
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
南
氏
が
、
材
木
輸
送
船
に
乗
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
が
必
要

と
な
る
。
つ
ま
り
、
堅
田
関
の
代
官
で
あ
っ
た
南
氏
な
ら
、
輸
送

船
の
査
察
を
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
室
町

幕
府
御
蔵
奉
行
の
籾
井
氏
の
財
物
に
海
賊
を
か
け
た
こ
と
に
な

る。
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こ
の
場
合
争
点
と
な
る
の
は
、
何
故
、
関
代
官
の
南
氏
が
、

「
海
賊
」
す
な
わ
ち
、
実
力
行
使
に
よ
り
籾
井
氏
の
財
物
を
奪
お

う
と
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
南
氏
は
関
代
官
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
正
当
な
権
限
と
し
て
、
そ
の
財
物
を
没

収
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

〔
史
料
七
〕
南
禅
寺
役
者
連
署
請
文
案
『
南
禅
寺
文
書
」
百
六
八

(
端
裏
書
)

「
白
山
請
文
案
文
」

南
禅
寺
仏
殿
材
木
船
事
、
難
成
数
度
御
奉
書
、
一
円
勘
過
事

者
、
不
可
叶
由
、
為
七
ヶ
関
所
、
堅
訴
訟
処
仁
、
重
而
被
成

御
奉
書
問
、
使
節
任
御
過
書
之
旨
、
連
ミ
仁
四
百
五
拾
船
分

一
円
勘
過
事
、
無
子
細
候
保
、
目
出
度
候
、
但
此
材
木
之
内

仁
、
万
一
商
物
何
度
難
少
事
在
之
者
、
難
仏
殿
之
材
木
、

船
・
材
木
供
ニ
悉
関
所
仁
被
取
可
申
候
、
随
而
於
此
過
書
者
、

則
被
破
可
申
候
、
其
時
為
寺
家
、
不
可
及
一
言
者
也
、
千
万

公
方
様
江
申
、
雄
被
成
御
奉
書
、
為
関
所
、
不
可
有
承
引
者

也
、
の
為
後
証
、
連
署
之
状
、
如
件
、



文
安
五
年
戊
辰
十
一
月

南
禅
寺
連
署
納
所

日
吉
七
ヶ
関
所
御
中

右
の
史
料
は
、
南
禅
寺
仏
殿
材
木
船
の
過
書
発
給
を
山
門
使
節

が
認
め
た
後
も
、
山
門
閑
側
が
頑
強
に
通
行
を
認
め
な
か
っ
た
時

の
、
最
終
決
着
を
目
指
し
た
南
禅
寺
側
の
文
書
で
あ
る
。

「
但
此
材
木
之
内
仁
、
万
一
商
物
何
度
難
少
事
在
之
者
、
難
仏

殿
之
材
木
、
船
・
材
木
供
-
一
悉
関
所
仁
被
取
可
申
候
」
と
い
う
一

文
か
ら
、
南
禅
寺
側
は
、
そ
の
通
過
の
許
し
を
得
る
た
め
に
最
大

限
の
譲
歩
を
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
規
模
な
輸
送
船
団
の
中
に
、
他
の
商
品
を
ま
ぎ
れ
こ
ま
せ
、

関
銭
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
、
通
行
側
に
と
っ
て

大
き
な
利
益
と
な
る
反
面
、
関
側
に
と
っ
て
は
、
課
税
対
象
と
な

る
密
輸
品
を
見
逃
し
、
大
き
な
収
入
減
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
不

法
行
為
が
横
行
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
約
定
を
告
か
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
例
を
花
の
御
所
の
幕
府
輸
送
船
に
あ
て
は
め
れ
ば

ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

堅
田
関
に
お
け
る
花
の
御
所
の
材
木
輸
送
船
の
通
行
に
際
し

て
、
こ
の
時
の
関
代
官
で
あ
っ
た
南
氏
が
、
船
内
の
査
察
を
お
こ

そ
の
時
、
同
船
に
は
、
御
蔵
奉
行
籾
井
氏
の
財
物
が
積

み
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
先
の
南
禅
寺
文
書
に
あ
る
よ
う
に
、

不
法
行
為
で
あ
り
、
関
代
官
で
あ
る
南
氏
は
、
籾
井
氏
側
の
財
物

を
没
収
し
よ
う
と
し
た
。
籾
井
氏
側
は
こ
れ
に
抵
抗
し
、
多
数
の

人
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

先
行
研
究
で
は
、
海
賊
と
い
う
一
烹
架
か
ら
、
堅
田
衆
の
略
奪
行

為
と
い
う
立
場
で
理
解
し
て
い
る
が
、
幕
府
の
輸
送
船
の
関
通
過

に
際
し
て
、
堅
固
殿
原
衆
が
、
山
門
の
意
向
を
無
視
し
、
不
法
な

強
奪
を
試
み
る
と
考
え
る
の
は
、
お
か
し
い
と
考
え
る
。

桜
井
氏
は
堅
聞
の
上
乗
権
と
同
じ
視
点
で
、
こ
の
湖
上
通
行
問

題
を
と
ら
え
て
い
る
。

「
本
福
寺
由
来
記
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

な
っ
た
。て

北
日
当
所
ハ
ワ
ガ
船
ニ
ノ
セ
タ
ル
タ
ピ
ウ
ド
ダ
ニ
モ
ナ
ヤ

マ
ス
問
、
他
人
ノ
船
ヘ
カ
イ
ゾ
ク
ヲ
カ
ク
ル
事
イ
フ
ニ
オ
ヨ

バ
ズ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
四
十
九
浦
ヨ
リ
縁
々
ヲ
ヒ
キ
テ
栂

ッ
、
ヲ
入
レ
、
ノ
ポ
リ
ク
ダ
リ
ノ
旅
人
荷
物
巳
下
ワ
ヅ
ラ
イ

ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ク
リ
テ
タ
マ
ワ
レ
ナ
ン
ト
、
浦
々
津
ミ
ナ
ト

ヨ
リ
方
々
ヲ
サ
ダ
メ
ウ
ケ
ト
リ
テ
ヲ
ク
リ
タ
ル
ナ
ラ
ハ
ス
ル

在
所
ナ
リ
。
ソ
レ
ニ
ツ
ケ
テ
ハ
役
所
ノ
ウ
ハ
ノ
リ
ト
サ
ダ

メ
、
ウ
ラ
/
¥
ヲ
ソ
ノ
上
乗
ト
イ
フ
。
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こ
の
文
を
読
む
と
、
確
か
に
自
分
の
船
に
乗
せ
た
旅
人
や
他
人

の
船
に
海
賊
行
為
を
お
こ
な
う
こ
と
か
ら
、
各
浦
々
の
人
々
は
礼

銭
に
よ
り
、
堅
田
衆
と
よ
し
み
を
通
じ
、
通
行
の
安
全
を
は
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
桜
井
氏
の
主
張
の
よ
う
に
、
関
を

通
行
す
る
公
の
船
に
関
す
る
問
題
を
、
個
々
の
私
船
の
問
題
と
同

一
視
し
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
の
視
点
は
こ
の
よ

う
な
私
船
に
た
い
す
る
堅
田
衆
の
上
乗
権
の
行
使
を
、
公
船
に
あ

て
は
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
堅
固
殿
原
衆
の
立
場
か
ら
し
て
あ
り

え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
堅
固
衆
が
各
浦
々
の
船
に
対
し
て
強
権
を

発
動
で
き
た
の
は
、
「
役
所
ノ
ウ
ワ
ノ
リ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
山
門
と
い
う
湖
上
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
上
位
支

配
層
を
背
景
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
山
門
よ
り
さ
ら
に
上
位

支
配
層
の
材
木
輸
送
船
へ
の
不
法
な
海
賊
行
為
は
自
ら
の
地
位
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
南
氏
の
没
収
行
為
は
。
「
南
禅
寺
文

書
」
の
約
定
の
よ
う
な
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
ま
と
め
る
と
、
本
来
堅
固
沖
を
通
行
す
る
公
の
船
は
、
過

書
に
よ
り
航
行
は
保
証
さ
れ
て
い
た
が
、
南
禅
寺
仏
殿
材
木
船
の

通
行
に
関
す
る
文
書
で
わ
か
る
よ
う
に
、
過
番
で
認
め
ら
れ
た
材

木
以
外
の
持
ち
込
み
は
不
法
と
し
て
取
り
締
ま
り
対
象
と
な
っ

た
。
花
の
御
所
材
木
の
輸
送
船
が
堅
団
関
に
到
達
し
た
と
き
、
そ

の
査
察
責
任
者
と
な
っ
た
の
が
南
氏
で
あ
っ
た
。
南
氏
側
に
よ

り
、
御
蔵
奉
行
籾
井
氏
の
財
物
が
不
法
品
と
し
て
没
収
さ
れ
た
お

り
、
多
数
の
人
が
殺
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
事
件
が
、
室
町
幕
府

の
怒
り
を
買
い
、
幕
府
は
山
門
に
命
じ
て
、
「
堅
田
大
賞
」
が
お

こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
し
て
「
年
余
」
は
関
代
官
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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お
わ
り
に

先
学
の
研
究
で
は
、
「
堅
田
大
賞
」
の
事
実
は
大
き
く
と
り
あ

げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
「
堅
田
大
賞
」
の
起
因
と
な
っ
た
事
件

に
つ
い
て
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
に
紹
介
し

た
よ
う
に
、
新
行
氏
と
桜
井
氏
の
検
討
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

堅
固
衆
が
湖
上
を
支
配
し
た
海
賊
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
今

日
ま
で
変
わ
ら
な
い
し
、
確
か
に
そ
れ
は
一
方
で
は
事
実
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
の
み
、
こ
の
堅
田
閑
の
問
題

を
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
本
論
の
出
発
で
あ
っ

た。
堅
固
と
い
う
地
域
は
古
く
か
ら
山
門
の
支
配
地
で
あ
り
、
堅
田

浦
の
検
断
権
は
、
弘
長
三
年
(
一
二
六
三
)
に
は
、
山
門
の
横
川

に
、
院
宣
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
の
実
務
は
、
操
船
供
術

に
優
れ
た
堅
田
殿
原
衆
に
山
門
は
請
け
負
わ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。



堅
固
関
が
設
け
ら
れ
た
後
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
形
態
に
変
化
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
よ
っ
て
、
殿
原
衆
で
あ
る
南
氏
が
給
わ

っ
た
「
年
余
」
と
は
、
山
門
が
請
け
負
わ
せ
た
閑
代
官
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

堅
固
衆
は
海
賊
と
し
て
、
本
福
寺
文
書
に
描
か
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
上
乗
権
を
実
態
の
と
も
な
う
も
の
と
し
て
行
使
し
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
、
堅
田
の
上
乗
権
を
認
め
な
い
船
に
対
し
て
は
、
海

賊
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
先

行
研
究
の
よ
う
に
、
幕
府
輸
送
船
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
海
賊

行
為
を
、
民
間
の
船
に
た
い
す
る
海
賊
行
為
と
同
様
に
み
る
こ
と

は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
関
代
官
と
し
て
の
南
氏
が
、
幕
府
輸

送
船
の
籾
井
氏
の
財
物
に
海
賊
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
籾
井

氏
側
の
密
輸
品
を
没
収
す
る
と
い
う
よ
う
な
正
当
な
行
為
と
と
ら

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
南
氏
は
関
代
官
と
し
て
の
業
務

を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は

幕
府
権
力
に
対
す
る
反
抗
と
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か。
幕
府
輸
送
船
に
た
い
す
る
海
賊
行
為
が
、
幕
府
の
怒
り
を
買

い
、
堅
固
は
幕
府
に
命
じ
ら
れ
た
山
門
に
よ
り
、
攻
め
ら
れ
、

人
々
は
堅
田
か
ら
退
去
し
た
。
そ
の
堅
田
大
責
の
原
因
と
な
っ
た

事
件
は
、
先
学
は
堅
固
衆
の
海
賊
行
為
と
い
う
不
法
行
為
で
と
ら

え
て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
そ
こ
で
の
海
賊
行
為
を
関
業
務
と
し

て
正
当
な
没
収
行
為
と
し
た
。

従
来
か
ら
の
見
解
が
通
説
化
さ
れ
て
い
る
中
、
か
ぎ
ら
れ
た
史

料
し
か
な
い
中
で
、
か
な
り
強
引
な
見
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
従

来
の
視
点
と
は
ち
が
う
見
方
を
試
み
た
。
こ
れ
は
、
公
の
船
に
対

す
る
海
賊
行
為
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
考

え
た
も
の
で
あ
る
。
殿
原
衆
と
い
う
地
域
の
支
配
層
に
属
す
る
人

聞
が
、
は
る
か
に
上
部
の
支
配
層
に
対
し
て
、
短
絡
的
な
略
奪
行

為
を
試
み
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
よ
う
な
上
位
支
配
層
へ
の

海
賊
行
為
は
、
正
当
な
裂
付
け
が
な
け
れ
ば
、
み
ず
か
ら
の
破
滅

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
直
接
の
支
配
層
で
あ
る
山
門
の

支
持
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
堅
田
の
南
氏
は
閑
代
官
と
し
て
、
山
門
の
意
向
に

沿
っ
て
、
業
務
を
全
う
し
た
と
こ
ろ
、
山
門
よ
り
上
位
の
室
町
幕

府
の
怒
り
を
買
い
、
山
門
は
、
そ
の
室
町
幕
府
の
意
向
に
逆
ら
え

ず
、
堅
田
は
攻
撃
を
、
つ
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

中
世
に
お
け
る
海
賊
行
為
は
無
法
的
行
為
と
し
て
、
先
行
研
究

で
は
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
今
回
の
報
告
に

あ
っ
た
海
賊
行
為
は
、
合
法
的
行
為
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

「
堅
田
大
責
」
を
考
え
る
と
、
山
門
は
室
町
幕
府
の
支
配
下
に
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
上
位
支
配
層
の
意
向
に
堅
田
は
翻
弄
さ
れ
た
と
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い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【註】
(
l
)
『
新
修
大
津
市
史
』
二
、
中
世
、
一
九
七
九
年
、
三
五
二
頁
。

(2)
千
葉
乗
隆
『
本
福
寺
史
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八

O
年。

(3)
横
倉
誠
治
『
湖
賊
の
中
世
都
市
近
江
国
堅
田
』
誠
文
堂
新
光

社
、
一
九
八
八
年
。

(
4
)
「
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
六
七
一
頁
。

(
5
)
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
六
八
七
頁
。

(
6
)
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
六
三
九
頁
。

(
7
)
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
「
解
題
」
、
八
一
頁
。

(8)
新
行
紀
一
「
荘
家
の
一
撲
と
一
向
一
撲
」
(
『
近
世
間
家
の
成
立

過
程
』
、
塙
書
房
一
九
八
二
年
)
。

(9)
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
六
三
二
頁
。

(
叩
)
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
連
加
と
そ
の
教
団
、
同
朋
舎
、

一
九
七
七
年
。

(
U
)
新
行
紀
一
「
荘
家
の
一
撲
と
一
向
一
授
」
(
『
近
世
国
家
の
成
立

過
程
』
、
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
、
二
一
九
頁
)
。

(
ロ
)
桜
井
英
治
「
山
賊
・
海
賊
と
閲
の
起
源
」
(
『
日
本
中
世
の
経
済

構
造
』
、
岩
波
書
脂
、
一
九
九
六
年
、
=
九
四
頁
)
。

(
日
)
新
行
紀
一
前
掲
論
文
、
一
二
九
頁
。

(M)
筆
者
註
。

(
日
)
筆
者
註
。

(
時
)
『
妙
法
院
史
料
」
第
五
巻
、
古
記
録
・
古
文
書
(
妙
法
院
史
料

研
究
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
O
年)。

(
口
)
奥
島
関
は
山
門
舟
木
聞
の
枝
問
で
あ
り
、
舟
木
閑
は
、
現
在
の

近
江
八
幡
市
と
高
島
郡
安
曇
川
町
に
舟
木
・
船
木
関
所
が
あ
っ
た

(
「
新
修
大
津
市
史
』
二
、
二
二

O
頁)。

(
鴎
)
「
南
禅
寺
文
書
』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
。

(
京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
)
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